
書式第８号（法第１０条・第２５条関係）                     

 

令和１年度  事 業 計 画 書 
 

令和１年10月１日から 令和２年9月30日まで 

 
 

認定特定非営利活動法人 maggie’s tokyo  

 １ 事業実施の方針 
 (1)相談・支援事業： 

○ドロップイン相談支援及びグループプログラムを継続・強化 
〇相談支援のための環境・空間整備として、建物修繕や庭の整備。 

(2)セミナー・研究開発事業：全国に向けて普及のためのセミナーを継続的に開催。 
〇「マギーズ流サポート研修・入門編」定員30人を１回(4日間12月)、アドバンス1回(半日) 
○マギーズ国際ネットワークの一員としての交流を継続(毎月スカイプ会議、年1回来訪者アンケート等) 
〇京都で開かれるIPOSにマギーズとして参加・発表、合わせて東京でフォーラム開催(6月) 

(3)普及啓発事業：マギーズ東京での実践を基に普及啓発事業を行い、今後の資金調達活動を開発強化 
〇オープンマギーズ、「花畑活動」、見学対応、ホームページ、フェイスブック、グッズ販売などで啓発  
○オープン３周年記念、がんを学ぶ映画会、SPORT×ART2019豊洲(10月)、がんと仕事フォーラム(11月) 
〇事業報告会(2月)、『ニュースレター2020』、世界のマギーズセンターの建築冊子など、印刷物を作成 
〇多団体のファンドレイズイベントに協力。「マギーズの庭(ランドスケープ)展(仮称)」(3月6日～５月7
日)や、チャリティコンサート(9月10日)ほか 

 ２ 事業の実施に関する事項 
 （１）特定非営利活動に係る事業 

   定款に記

載された

事業名 
事 業 内 容 

予 定 

日 時 

予 定 

場 所 
従事者 

予定数 

受益対象者 

予 定 人 数 

事業費 

予定(千円） 

相談支
援事業 

〇がんに影響を受ける患者・家族・友人・医
療者などへの、相談支援モデル＜とまどい
孤独なとき訪れ、また自分自身を取り戻
し、自分で決定し歩んでいけるような無料
相談支援＞の継続  

〇グループプログラムの充実・強化 
〇相談支援の場となる環境・空間の整備 
〇相談支援活動の振り返り・リフレクション 
○相談対応スタッフの月例勉強会 

月～金 
10～16時 
 
 
 
毎日 
随時 
毎日 
毎月 

 
東京 
 
 
 

約40人 
看護師 
心理士 
保健師 
栄養士 
ボランテ
ィア等 

がん経験者 
･家族･友人 
等約6000人 
 
 
10人×毎日 
 
5人×毎日 
30人×毎月 

42,765 

セミナ
ー・研
究開発
事業 

〇「マギーズ流サポート研修入門編」開発実施 
○「マギーズ流サポート研修・同窓会」試行 
〇マギーズのグループプログラムの効果研究 
〇英国マギーズとの交流・共同研究 
〇京都でのIPOSにマギーズとして参加 

12月 
1回半日 
 
随時 
６月 

東京 
 
 
 
京都 

約15人 
 
 
 
 

30人×１回 
100人 
 
 
500人 

1,597 

普 及 啓
発事業 
 
 
 

〇週末見学会｢オープンマギーズ｣｢花畑活動｣ 
〇３周年記念イベント、映画会、「SPORT×ART2
019豊洲」「がんと仕事フォーラム」 

〇ホームページやフェイスブックで広報の充実 
〇オリジナルグッズ製作・販売 
○WS「サポーティングマギーズ」開催 
〇各種パンフレット、冊子など翻訳・印刷 
〇「ニュースレター2020」作成、配布 
〇事業報告会  
○マギーズの庭(ランドスケープ)展」 

チャリティコンサートなどに協力 
〇マスコミ・WEB媒体などからの取材対応 
 

 

毎月 
10～11月 
 
常時 
常時 
季節ごと 
随時 
12月 
2月 
3～5月 
９月 
常時 
 
 

東京 約50人 
ボランテ
ィア多数 
 

近隣・国内
海外のがん
経験者 
家族・友人 
医療関係・
報道関係・ 
市民に公開 
不特定多数 

6,384 

 
 （２）その他の事業 
   
 

 
定款に記載された事

業名 
事  業  内  容 予 定 

日 時 

予 定 
場 所 

従事者 
予 定 数 

事業費の予定額 
（千円） 

 実施せず     

   


